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発 言 通 告 書 

【件名及び発言の要旨】 

１ 市長の政策集等のパンフレットや会報に記載されている成果な

どについて 

(1) 吉田市政の８年間に借金が 3,110 億円から 2,896 億円まで減

額したというが、上下水道料金、国民健康保険料、介護保険料

などを値上げして市民に負担増を求めた金額は幾らか。 

(2) ４年間で 330 億円の経済対策関係予算を組んだと言っている

が、その中に含めている 213 億円の市の施設の維持補修費も経

済対策と考えているのか。 

(3) 第１回定例会において税情報の利用はできないと市長答弁し

た市民雇用の増加について、２月の質問以降、企業誘致した 11

社 12 件の会社で働く横須賀市民の社員数を事業者に直接確認

したのか。 

  (4) 平成 20 年から平成 27 年までに 1.3 倍に増加したと言ってい

る観光客数の比較であるが、平成 19年の観光客数と比較すれば

1.14 倍にしかならない。その対象として数字の小さい平成 20

年を選んだ理由は何か。 

(5) ３年前に立ち上げた三浦半島サミットの事業としてパンフレ

ットでクレームがついたサイクリング事業は、その後マイルス
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トーンをつくってスタンプラリーを行ったほかに、鎌倉市、逗

子市、葉山町、三浦市の４市１町で地域連携が進んでいるのか。 

(6) ウインドサーフィンワールドカップにおいて、最も苦労した

と聞いている神奈川県横須賀土木事務所との交渉は市職員だけ

で行ったのか。国道 134 号沿いにある県営駐車場用地が道路用

地として指定されているため、その利用規制により、十分なお

もてなしができなかったが、その規制解除について市長は直接、

県知事とトップ交渉を行ったのか。 

(7) ナショナルトレーニングセンターについて、誘致活動の動き

がないようであるが、誘致の可能性がないのならば自身の政策

集に載せることは問題だと思う。現在どのような可能性があっ

て、どのような交渉を行っているのか。 

(8) 吉田市政２期目の４年間は、特別養護老人ホームの待機者数

は減っていると書いているが、実際は吉田市政８年間の増床の

数から計算すると、減少ではなく、むしろふえているというこ

とで間違いないか。 

(9) 特別養護老人ホームの待機者がふえているならば、なぜ待機

者が減少しているなどと市民が誤解するような記載をするのか。 

(10) 特別養護老人ホームの待機者が実質的に減っていないことと

療養病床がふえていないことに、人口 20万人以上の都市での在

宅みとり率１位は相関関係があると考えられるが、結果として、

市長ご自身が取り組んだ成果のように記載している。そもそも

市民団体の方々が取り組んでいた事業であり、人口 20万人以上

の都市で在宅みとり率１位はその取り組みが実を結んだ結果だ

というべきではないか。 

(11) エンディングプラン・サポート事業において、市内１万人以

上のひとり暮らしの高齢者の不安を解消すると書いてあるが、

平成 27年度の相談実績は 107 件であり、不安解消には、ほど遠

い。今の職員の体制で相談を受けてから、どのように展開して

いくつもりなのか。また何らかの予算措置を考えていくのか。 

(12) 谷戸対策として鳴り物入りで始まった、県立保健福祉大学の

学生にシェア居住してもらう事業は、４年間で８名、４戸のリ

フォームにとどまっている。この実績数で谷戸対策として成果
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が上がったと考えているのか。 

(13) 特別養子縁組制度を取り組み始めたと書いているが、ソーシ

ャル・インパクト・ボンドのパイロット事業として１年間の取

り組みで３組が成立、その後、児童相談所に引き継ぎ、２組が

成立している。これを成果というのは、問題があると思うが市

長はどう考えるか。 

(14）ソーシャル・インパクト・ボンドはパイロット事業が終わっ

た後の予定はないと聞いているが、取り組んだと書くのなら、

神戸市や八王子市のように、複数年かつ成果連動型の本格的な

ソーシャル・インパクト・ボンド事業を実施して初めて成果と

言える。中身の伴わない成果は書くべきではないのではないか。 

(15) 妊産婦健診の取り組みについての県内比較では、政令市を含

めないで、県内で最も手厚い取り組みをしていると表現するの

は、政令市には行政サービスで勝てないので比較しないという

考え方なのか。 

(16) 保健師、助産師による家庭訪問事業は 30年以上も前から行っ

ており、直近 10年の訪問率はほぼ 100％に近いのだが、これも

市長の成果であるのか。 

(17) 男性不妊治療に対する支援について、平成 28年度実績は２件

であり、これで政策パンフレットに成果として記載するには実

績が少ないと考えるが、市長の見解を伺う。 

(18) 市長の政策としてさまざまな施設で市民割引キャンペーンを

実施するとあるが、民間の施設が対象なのか、市の施設を対象

にしているのか。どちらか。 


